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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞
・事業計画の計画・分担を7月からカンファレンス内で話し合っていきます。

・学術の主担当は鎌田と鳥谷部になります。テーマとしては現在利用していない方へのアンケートを実施し、デイケアの再利用やプログラムの再編成に繋げる。
　平日の日程・利用が遠ざかっている理由・何のプログラム(具体的なもの)があったら良いか等に関するアンケートを実施中。
・7月疾患別診療計画書はアプロードまで7月中に実施して下さい。
＜利用者様情報＞

デイケア
・吉田　ふたば様～ID:9912　18歳　女性　自閉症スペクトラム障害　深澤Dr
　（体験利用）
　来所時にキョロキョロ見ており、座る席を迷っている様子があり声掛
けしている。既に他者が座っているが、挨拶をして穏やかに過ごしている。iPadで絵を描いて過ごしており、スタッフが声を掛けると説明してくれる。正式利用については7/24（金）から火・金の週2回で朝は母様の送迎・帰りはバスを利用するとの事。
・柳町　聡実様～ID:5756　西病棟入院中　32歳　女性　統合失調症　田名部Dr
（問い合わせ）澤里PSWより入電あり。本人様より、青陽館について興味があるとの相談を受けたとの事。7/28（火）に退院予定であるが、それまでの間に見学をしたいとの希望あり、7/24（金）13：30～見学予定となっている。当日は病棟スタッフが付き添うとの事になっている。
ショートケア
・特記する利用者様はおりません。
デイナイトケア
・特記する利用者様はおりません。
【見学/体験利用、会議等予定】
・川村　貴美代様～ID:9950　北病棟入院中　女性　53歳　統合失調症　田名部Dr
　　　　　　　　　6/16見学実施。6/24（水）体験利用実施。
　　　　　　　　　6/29　14時ケア会議実施。ライフラインが整い次第の退院。
　　　　　　　　　青陽館は受診に合わせての利用＊水曜日2週間に1回で検討。
・杉若　泰行様～ID：10933　湊病院より紹介　男性　55歳　統合失調症　馬渡Dr
　　　　　　　　7/14（火）11:30外来受診後の見学対応。
　　　　　　　　　→7/22（水）1回目の体験利用予定。⇒7/29（水）に変更
　　　　　　　　
・稲村　遼様～ID：10391　当院通院中　自閉症スペクトラム障害・適応障害　29歳　男性

柞木田Dr　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 7/21（火）13時　見学
→体験利用は就労移行支援スタッフと相談後に本人から電話頂く。
・吉田　ふたば様～ID：9912　当院通院中19歳　女性　自閉症スペクトラム障害　深澤Dr

7月17日（金）１日体験利用実施。
　→7/20（月）1日体験利用。→7/22（水）1日体験利用。
・柳町　聡実様～ID:5756　32歳　女性　統合失調症　田名部Dr

7/24（金）13：30～見学予定となっている。当日は病棟スタッフが付き添うとの事としている。
<青風荘合同カンファレンス> 

【精神症状関連】
繁名：幻聴・幻覚の訴えが聞かれる事が多く、症状の日内変動もあり、頓服薬服用・静養室利用が習慣化しているが先月に比べればやや減少傾向。食事当番の前後や当日に不調を訴えたり大きな声での独語が見られたりと静養室を利用することが多い印象あり。
　　→青風荘では朝食時や青陽館へ行く際に独語があるも、ひどくはない。

袴田：気温が上がってきたことも影響してか水分摂取の促しには拒否は見られにくくなり自主的に水分を取っていることも増え始めている。先日、腹痛を訴えロッカー室にこもり声掛けにもプログラムへの参加を拒否する事があり、看護師が確認すると皮膚にかきむしったような傷があり皮膚科受診している(軟膏と飲み薬が処方され、かゆみや痛みは軽減している)。今月は易怒性や離院行動を疑わせる言動も目立たない。

　　→青風荘でも概ね変わりなく過ごされている。衣類をたくさん着込む（長袖2枚重ね）ことがあるので、注意して見ている。
田中：食器片付けは慣れた様子であるが変わらず同じグループのメンバーの手際の悪さに対して少々苛立ちを見せる場面も有るもトラブルはなし。先日から眼鏡を使用するようになり、自己学習にも熱心に取り組んでいるが自己学習に対しての強迫的な感覚もあるようである(「勉強やらなきゃいけない気がして」とミーティング前の空き時間5分ほどでも勉強を始めていることもある)。
　　→診察時「イライラを落ち着かせる為に勉強をしています」と主治医へ報告している。飲水管理表で自身がどれくらい水を飲んでいるかわかるようにしていもらっている。飲み過ぎには気を付けてほしいことを伝えているも本人は理解できていなさそう。

義積：時折イライラ感や他利用者様へ強い口調で指示するような場面あるがトラブル化は無し。実家の電話回線の契約解除に伴い手続きトラブルもあったものの体調を崩す事無く乗り越えることが出来ている。7月からは久しぶりに実家への1泊2日の外泊を行い、こちらも動揺なく過ごせている様子。

鈴木：運動療法を避ける傾向については青風荘からの介入の効果もあり先月に比べると、体調不良を訴え静養室を利用する事は減っているが、取り組み状況はただ参加し立ち尽くしているだけのこともあり都度声掛けをするがなかなか持続しないでいる。離院行動や不穏さはなく経過。
　　→青風荘スタッフには運動プログラムに「参加したよ」と報告しているが実際の取り組み状況は不良。
藤村：5月末には妄想的な言動が目立つ場面があったが今月は穏やかに過ごす事が出来ている。看護学生等の見学実習があった際には女性学生へは声をかけず男性学生に限定し声を掛ける事が多い印象があるが、病的な言動が強まることは無い。
　　→性別の他、年齢にもこだわりがあるようで、「自分より年下だから食事当番をもっとやるべきだ」など話す事がある。 
堀切川： 他利用者様への話し掛けの多さやトラブルはなく経過している。時折、被害的なものの受け取り方をする事は持続しており介入が必要である。食器片付け当番については徐々に慣れてきてこなすことが出来ているが、流れが少し変わったりメンバーが替わったりするといまだに「私どうしたらいいの？」と混乱してしまうようである。
　　　　→青風荘では朝排便後のお尻拭きの依頼があるも、青陽館では「排便しない」とのことで依頼はない。
島守：他者交流を持つことは殆どなく過ごしているが、他利用者様の動きを見ながら流れに合わせて行動する事が出来ている。時折、幻聴を思わせる言動もあるがトラブルや日課の遅れは目立たない。6月中旬から食器片付け当番に新たに組み込まれ取り組んでおり、黙々と担当をこなしている。

沢代：5月中旬に米飯盛り付けに関する被毒妄想様の不安感の訴えが聞かれておりその後は同様の訴えは聞かれなくなっているが、6月中旬に1度「ご飯ってどこで炊いてるの？」「前のことがやっぱり少し気になって」と声を掛けに来ていることがある。6月中旬から食器片付け当番に新たに組み込まれ、いつが当番日であるかを普段から気にされているが安定して取り組めている。
　　→青風荘での余暇時間はヘッドフォンで音楽を聴くことや宗教新聞をスクラップするための仕分け作業をされている。またギターが好きで3つほど持っておりいじったりしている。ベッドや補聴器に関して不安を訴えてはスタッフと話すことで納得されるもまた不安になり相談するということを繰り返している。
三浦：変わらずイライラ感の訴えの多さや話しかけ内容の突飛さが感じられる場面もあるが、気分変動が過度となる事は無く経過できている。 青風荘以外の青陽館2F利用者様(K様)が来ている日には自ら声を掛けに行き交流を持っていることが多い。
　　→青風荘へ帰荘後や土日はスタッフへ要望や不安に関する話しかけが以前より頻回になっている。精神的不調の境目な状況。
【身体症状関連】

稲垣：徐々に加齢に伴う老化・認知機能の低下が感じられることも多く運動プログラムは椅子に座って取り組むか、休んでいることも増え日付等分からなくなっていることも増えている。会話がかみ合わないことも増えている印象。以前まで好んで取り組んでいたブロック折り紙は提案するものの興味を示さず、すっかり取り組まなくなってしまっている。先日から左膝から脛にかけての痛みがあり青風荘内での転倒もあるが今のところ青陽館内では転倒は無く過ごせている。
　　→右側への傾きが増している。今後は施設入所に向けて手続きを行っている段階であり、介護申請済。ホールで寝てしまうと全介助で部屋へ移動し、着替えを行っている。
森田： 歩行状態および日課の取り組みもおおむね安定して過ごす事が出来ていたが、7月上旬のショートステイ利用開始頃から、腰痛の悪化を訴え歩行困難・活気の無さが目立つようになっている。車椅子で来所した日には終始車椅子上で項垂れる様に過ごしていることが多く、食欲の無さを訴えプログラムへの取り組みも安定しないでいる。
　　→臀部にイボがあり、皮膚科受診を検討中。青風荘では車椅子から降りて移動している。1階のソファーで過ごされている。
【その他】

巴： 空笑等は変わらず見られているが著変なく経過。プログラム開始直前にトイレに行くことや時間を把握せずテレビを観続けるなど遅れることは変わらず多い。

林下：変わりなく他者交流を持つことはほとんど無いが日課はスムーズに行う事が出来ておりプログラムへも参加されている。

古川：大きな変化なく経過し各プログラムに合わせて率先して行動出来ている。食器片付け当番も安定してこなしている。突然に大きな音で手を叩くことがあり以前に比べ音が大きくなっている印象もあり都度注意を要している。

奥山： 大きな変化なく経過。
坂本：大きな変化なく経過。変わらず居眠りは多い。
岡﨑：大きな変化なく経過。下肢筋トレは継続中で自主的に取り組めているが「あんまり効果は感じないな」と苦笑いされており内容を要検討。

津嶋：大きな変化なく経過。気温上昇に伴い暑さを頻回に訴える日も増えている。

山田：変わらず食事量はムラがある。時折幻聴を思わせる仕草あり(両耳を手でふさぐ等)。

《青風荘スタッフより》

・昼の食事当番ができそうな方がいれば教えてほしい。
　→候補として巴さん、田中さん、岡崎さん

《次回開催》

8/19（水）13：00～

